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CONDYLOMA ACUMINATUM OF THE URETHRAL IN A  CHILD: 

   A CASE REPORT AND REVIEW OF THE LITERATURE
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         Yoshihito BAN and Tsuneo  NISHIURA 
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 (Director: Prof. T. Nishiura, M.D.)

   A rare case of condyloma acuminatum of the urethral meatus in a male child is re-

ported. The patient was five years old and developed a warty mass on the glans penis. He 

underwent successful resection with a Nd-YAG laser. Excised specimen showed typical 

characteristics of condyloma  acuminatum on histology. Although the disease is thought to 

develop by a contact infection of human papilloma virus (HPV), the present case had no 

history suggesting this pathogenesis. At 4 months after operation, no disease recurrence was 

seen. A short review of the disease found in younger persons is  also presented. 

Key  words  : Condyloma acuminatum, Human papilloma virus (HPV), Genital tumor and 

            Nd-YAG laser

緒 言

尖圭コンジローマは,外 陰部,会 陰部,ま れには,

口腔口唇の粘膜,皮 膚の表面に発生する乳頭状の外観

を呈する病変である.皮 膚科,婦 人科,泌 尿器科領域

で,多 くの症例報告がみられるが,そ のほとんどが,

成人例についてであ り,小 児についての報告はきわめ

て少ない.最 近,私 達は,幼 児の外尿道 口より発生し

た尖圭 コンジローマの1例 を経験したので,若 干の文

献的考察を加えて,報 告する.

症 例

患者:5歳 男児

主訴1陰 茎先端の腫瘤

家族歴1特 記すべきことはない.家 族に同様の病変

を有する者はいない.

既往歴:特 記すべきことはない.

現病歴:1984年2月,陰 茎 先端の易出血 性の腫瘤

に母親が気付いた.3月,近 医に受診し,電 気焼灼術

を施行されたが,1ヵ 月後 同一部位に,再 発を 認め

た.同 年4月12日,当 科外来を受診した.な お,経 過

中に,排 尿痛,排 尿障害,尿 線異常などには,気 付か

なかった.

現症1身 長111.2cm,体 重18kgで,全 身 状態

は良好であ り,貧 血 黄疸はみられなかった.胸 部,

腹 部ともに,理 学的に異常はみられなかった,陰 茎を

診ると,仮 性包茎であったが,亀 頭包皮炎の既往を思

わせるような所見はなかった.包 皮を反転すると,亀

頭部の外尿道口を覆うように,栗 粒大から米粒大の乳

頭状の外観を呈する.最 大径7×5×6mmの 赤色の

腫瘤を認めた(Fig.1).

検査成績 『血液一般,肝 機能,腎 機能などの血液生

化学的検査,胸 部X線 写真,心 電図に,異 常は認めな

かった.CRPは 陰性であり,赤 湘 ま,五 時間値3
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Fig.2,Macroscol)icappcaranceafteroperation

mm,2時 間 値16mmで あ った.血 清 梅 毒 反 応,
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抗体価で,測 定したHPVを 含む10種 の うち,有 意

の上昇のみられるものはなかった.尿 所見にも異常は

なく,尿 培養の結果は陰性であった.

手術所見:6月25日,全 麻下にNd-YAGlaserに

よる腫瘤切除術を施行した.腫 瘤は,外 尿道 口の,3

1時か ら9時 にかけての尿道粘膜と亀頭粘膜の境界部よ

り発生してお り,2・nmほ ど尿道内方昏 と達していた・

切除にさいして,正 常と思われる粘膜も2mmほ ど,

あわせて切除 した.照 射量は,計3,300joulで あっ

た.

術後経過:術 後2日 目に尿道カテーテルを抜去した

が,排 尿にまった く支障はなかった.3日 目に退院し

た.以 後1ヵ 月に1度,経 過観察をしているが,4カ

月を経たlkY点で再発は,認 められていない(Fig.2).

病理 所見(Fig.3)=粘 膜上皮は,乳 頭上に延長し,

肥厚している.粘 膜固有層は,浮 腫状で,毛 細血管は

拡張し,周 囲に リンパ球浸潤を認める.肥 厚した粘膜

上皮には不全角化がみられ,そ の移行部には,birds

eyeと 呼ぼれる核が濃縮 し,そ の周囲があかるい特有
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Table1.本 邦 報 告 例

N・.報 告者 年 齢 性別 家族 歴 主 訴 病変部位 治療 再発 参考文献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

樋口15

官里10

藤山1

鈴木llM*

鈴木7

鈴木7

福 田1

福 田4

福 田6

鈴木1

鈴木1

鈴木4

鈴木10

岡根 谷4

岡根 谷4

自験例5

M

M

F

F

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

有

有

有
有

有

無

肛門部の腫瘤

肛門部の腫瘤

肛門部の腫瘤

陰茎と肛門の腫瘤

亀頭の腫瘤

陰茎の皮疹

陰茎先端の腫瘤

陰茎先端の腫瘤

陰茎先端の腫瘤

陰茎先端の腫瘤

陰茎の腫瘤

陰茎の腫瘤

陰茎先端の腫瘤

肛門

肛門

肛門

陰茎,肛 門

亀頭

陰茎

陰茎(亀頭)

陰茎(亀頭)

陰茎(亀頭)

陰茎(亀頭)

亀頭

亀頭,外 尿道口

外尿道ロ

コルセ ミ ド軟膏

ブ レオマイ シン軟膏 有

矢追抗 原

5-FU軟 膏

5-FU軟 膏

5-・FU軟 膏

電気焼灼

電気焼灼

電気焼灼

生気焼灼

レーザー切除

有

有

有

無

無

無

2)

3)

4)

5)

5)

5)

6)

6)

6)

7)

7)

7)

7)

8)

8)

3qlM:11ヵ 月

の細胞がみられる,典 型的な尖圭コンジローマの病理

所見であった.

考 察

尖圭 コ ンジ ローマ は,ヒ ト乳 頭 腫 ビー ル ス(Human

papillomavirus,HPV)の 直 接 感 染 に よ り,発 生 す

るとされ てい る,そ の契 機 と して,性 行 為 が 重視 され

てお り,STD(Sexualtransmitteddisease)の ひ

とつに あげ られ て い る1),

20歳 代 か ら40歳 代 の成 人 に 多 くみ られ,こ れ ら成 人

例につ い ては,多 くの報 告 が み られ るが,今 回わ れ わ

れ が経 験 した よ うな小 児 例 は まれ で あ り,本 邦 に お い

て 自験 例 を ふ くめ て16例,英 文 文 献 に お い て26例 を数

え るのみ であ る(Table12""8),29-'23)).

性差,年 齢に つ い てみ てみ る と,日 本 で は 男 子14例

(88%)女 子2例(12%).平 均 年 齢5.1歳 で あ り,い ち

じる し く男子 に 多 い傾 向が み られ た.こ れ に 対 し,欧

米 では,男 子9例(35%)女 子15例(58%)平 均 年 齢

5.7歳 と,と くに 性 差 は み られ な か った(Table3).

受 診 の 主訴 は,そ のほ とん どが,腫 瘤 で あ り,そ れ

以外 の主 訴 と しては,排 尿 障 害,不 正 性 器 出 血 が あ る

が,こ れ らは,腫 瘤 の発 生 した 部 位 の特 異 性 に よ る と

思わ れ る,尖 圭 コ ンジ ロー マ の5%に,こ の よ うな 尿

道 内へ の 侵襲 を示 し,排 尿 困難 な ど の症 状 を 呈 す る こ

とが あ る といわ れ て い る1).

今 回,わ れ わ れ が 経 験 した よ うな外 尿 道 口に 発 生 し

た もの は,日 本 で2例(14%),と もに 男 子 で あ り,

欧 米 で6例(23%),男 子5例,女 子1例 であ る.た

だ,文 献 中 の記 載 が亀 頭,periurcthralregionと な

って い る症例6・22)も あ り,こ れ らの 症例 に お い ては,

外 尿 道 口 との 関 係に つ い て詳 細 は 不 明 で あ る.男 子 尿

道 に み られ る腫 瘤 と い う点 か らみ る と,そ の30%が 尖

圭 コ ン ジ ロ ーマ で あ る とい わ れ て お り,そ の好 発 部 位

は,外 尿 道 口か ら舟 状 窩 で あ る と され て い る24).わ れ

わ れ の経 験 した症 例 は,小 児 例 な が ら これ らの こ とと

符 号 す る と思 わ れ る(Table4).

尖 圭 コ ン ジ ロー マ の診 断 に さい して は,視 診 が まず

第1と な る が,臨 床 的 に 他 の良 性 腫瘤,た とえば 扁 平 コ

ンジ ローマ,お よび癌,と くに 扁 平 上皮 癌 と鑑 別 しな

けれ ば な らな い.し か しな が ら,米 粒大 か ら小 豆 大 の,

鶏 冠 状,乳 頭 状,イ チ ゴ実 状 の外 観 を 呈す る.や わ ら

か くて,薄 黄 色 か ら鮮 紅 色 を 呈す る 腫瘤 とい った 特 徴

を つ か め ば,さ ほ ど診 断 に 困 難 は な い.た だ,尖 圭 コ

ンジ ローマ か ら悪性 化 す る こ と もあ り,組 織 的 検 索 は

必 要 と思 わ れ る.成 人 例 の悪 性 化 に つ い て は,報 告 が

あ る1)が,今 ま で の と こ ろ,日 本 に お い て も,欧 米 に お

い て も,小 児 例 で の悪 性 化 の報 告 は み られ て い な い.

前 述 した ご と く,尖 圭 コ ンジ ロー マは,HPVの 感

染 が 原 因 と考 え られ て い るが,性 行 為 が証 明 され た の

は,欧 米 で の1例 匿8)のみ であ り,そ の他,直 接 感 染 が

考 え られ るの は,Table2No.20の 症 例20)の 産 道 感

染 のみ であ る.ま た直 接 感 染 では な い が,家 族 内発 生

がみ られ た のは 日本 で5例5・6),欧 米 で6例14・t5・18・20"

22)で あ った .

男 子 尿 道 コ ン ジ ロー マ の組 織 中 に,HPV抗 原 陽 性

の も のが,約60%あ る とい う報 告24)も あ り,HPVの

関与 は充 分 に 考 え られ るが,発 生 に 関 して さらに,生

体 側 の なん らか の 条件,た と えば,真 性 包 茎 に よ く起
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Table2. Rcported cases inEnglishlitcrature

No.Auther ㎏eaS,xD.C.bF.H.c)Chi。fC。 。pl。i。t Location Treatment Recurrence Reference

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

25

26

Go工d囮a㎜

MarrOW

HUffmann

Huff血ann

Huffma㎜

Huffma㎜

Grace

Grace

Grace

Sl・ierdlow

Pa七el

Redmann

Redmarn

Copulsky

3

2

2(肘

6

4

9

5

18M

13

9

3

Goldmann14M

Goldma㎜3M

Miniberg12

Miniberg12

Abcarian3

Tang

Eftaiha

St㎜pf

St㎜pf

S七㎜pf

FUselier

Nselier

C

16M

6

5

5

2

4

Fno

F

F

F

F

F

F

F

F

F

M

F

M

M

M

M

M

no

no

no

no

no

no

no

yes

Mno

M

F

F

Fno

F

M

no

no

no

no

skinlesion

tunora七 七hevulva

yes].argegrowth

(mother)coveringthevulva

tumorattheglans

yes(tVin>

no七umoratthe91ans

war七ymaSS

warty皿aSS

yes七 ㎜ora七theglans〔
sister)

notu皿orat七heglans

yestunoraround

(mother)

yesperianalmass(
mo七her)

nodysuria

novaginaユbeeding

yesperinealmass

(paren七s)

theanalorifice

perianalregionelectrocoagUlation

peri。ralregion

ure七hra

vulvaanmoninate皿ercury

vulvacryotherapy

vulvaelectr。fulgurati。n

vulva

vulvaelectrocautery

vulvaexcision

vulvapodophyllin

an。rectalregion

clitoris,1abium,excision

hyrneneleCtr。CaUtery

eXtUma[LmeatUSeXCiSiOn

extem滋meatUS

eXtemaユ 皿eatUSeXCiSiOn

foreskin

perianalregion

perianalregion

eX七ema工mea七USeXCiSiOn

extem組meatUS

periarialregion

analarea

anaユregion

vag■na

introi七US

VUユva

introitUS

periurethralregion

eXtemalmeatUSCOagUlatiOn

eXC■S■on

　 コ
eXC■S■on

fulguration

eXC■S■on

ワ コeXC■S■on

cau七eriza七ion

eXC■S■on

coagU[Lation

withlaser

withlaser

yes

no

no

no

no

yes

no

no

no

9)

10)

11)

11)

11)

11)

12)

12)

12)

13)

14)

15,

15)

16)

17)

17)

18)

18)

19)

20)

21)

22)

22)

22)

23)

23)

a)Age

b)D.C.

c)F.H.

M=month8C:

DirectCon七act

FamilyHis七 〇ry

congeni七al
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Table3.Distributionofageandscx

JapaneseLi七era七ure(n=16) EnglishLi七era七ure(n=26)

malefema工eunknown malefemaleunknown

0-5

6-10

11-15

ur1㎞own

7

6

1

0

2

0

0

0

o

0

0

o

6

0

3

o

8

4

0

3

2

0

0

0

七〇tal 14 2 9 15 2

Table4.Locationoflesion

JapaneseLi七erature(n=16)

malefemaleunkno皿

EnglishLitera七ure(n=26)

malefemaleunknown

meatus

periuret口a1「egz
on

9]ans

vulva

perianal
region

o七hers

㎜ ㎞own

2

0

8

3

0

2

0

0

0

1

0

1

0

o

0

0

0

0

0

5

O

0

4

0

1

2

9

2

3

0

0

0

0

0

1

1

0

こる亀頭包皮炎などが誘因になるのではないかと思わ

れた(TableINo11.No15).

治療法としては,化 学療法,電 気焼灼,切 除などさ

まざまな方法があるが,再 発を繰 り返し治療に抵抗す

るような症例や,大 きな腫瘤を形成する例,浸 潤性の

発育形式を示す患者では,手 術的切除の適応となる.

最近では,レ ーザーを使った治療も試みられてお り,

凝固術23)や切除術が施行されている.レ ーザーでは,

ポ ドフィリン軟膏やブレオマイシン軟膏といったもの

によくみられる皮膚炎などの副作用はなく,電 気焼灼

時にみられる周辺組織への影響も,最 小限で抑えるこ

とができ,局 所的に切除するには最適であると思われ

る.他 の治療法に抵抗し,再 発してきた症例 も含め

て,レ ーザーを使った治療後の再発例の報告は,今 の

ところみられていない.

結 語

小児 の外 尿 道 口に 発 生 し(Nd-YAGlaserに よる

切 除に よ って 完 治 した と思 わ れ る尖 圭 コ ンジ ロー マの

1例 を報 告 し,文 献 的 考 察 を お こな った.
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